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中部の港湾における地震・津波対策検討について

目的

「港湾における総合的な津波対策のあり方（中間とりまとめ）」（H23.7.6交通政
策審議会港湾分科会防災部会）などがとりまとめられ、港湾における地震・津波対
策の基本的な考え方が示されたことを受け、他地域とも連携しつつ、東海・東南海
地震等による被害の軽減対策など、特に対策が急がれる中部地方の港湾における地
震・津波対策を検討する。

検討内容

① 最新の知見に基づく東海・東南海地震等による津波発生等を前提とした防
災・減災目標を明確化する。

② 上記を踏まえた津波等防護施設や主要防波堤等に関する現状評価や対策工法
の技術的検討を通じ、必要に応じて対策の見直しを行なう。

③ 加えて、避難対策の強化や被災時の港湾活動を継続するための港湾BCPの策
定等に関する方針を明確化する。

④ 各港湾の地震・津波対策の基本方針を策定する。

資料１
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○○港地震・津波対策検討会議
（仮称）

主要港湾ごとに関係企業（振興会、利促協）、関
係市町村、港湾管理者（必要に応じて防災部局も
含む） 、直轄港湾事務所等で構成する「○○港地

震・津波対策検討会議（仮称）」を設置し、各港の
「地震・津波対策基本方針」を策定する。

メンバー（案）
座 長 ○○港振興会 会長

委 員
港湾管理者
部長クラス（and／or出先の事務所長）
関係市町村 首長
関係企業
中部地方整備局 事務所長等

事務局 ○○港湾事務所

中部の港湾における地震・津波対策に
関する懇談会（仮称）

津波シミュレーションや広域的課題検討への助言
や各港地震・津波対策検討会議（仮称）間の情報
共有等を行なうために、「中部の港湾における地
震・津波対策に関する懇談会（仮称）」を設置する。

メンバー（案）
アドバイザー 有識者（3名程度、内1名が座長）
アドバイザー 独立行政法人港湾空港技術研究所

委 員
○○港地震・津波対策検討会議（仮称）座長
静岡県、愛知県、三重県
名古屋港管理組合、四日市港管理組合
経済団体など
関係行政機関
中部地方整備局(港湾空港部、各事務所長)

事務局 中部地方整備局 港湾空港部
名古屋港湾空港技術調査事務所

検討体制
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○○港地震・津波
対策検討会議

△△港地震・津波
対策検討会議

■■港地震・津波
対策検討会議

・・・・・

主要港湾

・最新知見に基づく津波シミュレーションの実施
・防災・減災目標の明確化
・地震・津波対策の検討
・基本方針の策定 など

・津波シミュレーションや広域的課題対応（広域物流、
臨海部工業地帯の防災対策）への助言
・各港地震・津波対策検討会議間の情報共有 など

中部の港湾における地震・津波対策に
関する懇談会

関東 近畿 四国 九州 ・・・・・

連携

検討体制＜イメージ＞
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検討スケジュール

1 2 3

政府(内閣府) 中央防災会議

東北地方太平洋沖地震を教訓とした
地震・津波対策に関する専門調査会

国土交通省 港湾分科会防災部会
　～全国の港湾における津波防災対策の
　　　総合的な方針の策定

海岸における津波対策検討委員会
　　～被災地における海岸保全施設の
　　　　　　　　　　　　復旧の基本的考え方

中部地方整備局
港湾空港部

○○港地震・津波対策検討会議

中部の港湾における地震・津波対策に関する
懇談会

12118 9

平成24年平成23年

6 7 10
担当部署 会議・委員会等

4 5

専門調査会専門調査会

（1）今回の地震・津波被害の把握・分析
（2）今後の地震動推定･被害想定のあり方
（3）今後の地震・津波対策の方向性

政策への反映

（1）防災基本計画の見直し方針
（2）海溝型大規模地震の検討方針

■5/16第1回
■6/3第2回

中央防災会議の方針を踏まえ修正
　●広域的な津波災害への対応については、東海・東南
　　海・南海地震等についての中央防災会議専門調査会
　　等での審議を見守る必要がある。
　●港湾の応急対応の重要性と課題については、産業･
　　物流機能の配置・機能分担を全国的・広域的な観点
　　から分析する必要がある。

◆4/28第1回 ◆6/27第2回 ◇9月頃
最終報告

基
本
方
針
公
表

秋頃
専門調査会とりまとめ

・津波シミュレーション
・防災・減災目標の明確化
・防波堤の耐震性・耐津波性能の評価、対策検討
・防護ラインの評価、対策検討
・避難施設、避難情報システムなど避難対策強化
・港湾BCP策定方針

 ★5/28第1回

専門調査会中間とりまとめに伴う提言（H23.6.26)
～今後の津波防災対策の基本的考え方について
　１．地震･津波の想定のあり方について
　２．今後の津波対策の考え方について

★4/27　中央防災会議

 ★6/13第2回

 ★6/19第3回

 ★6/26第4回 中間とりまとめ

交通政策審議会港湾分科会防災部会（H23.7.6)
港湾における総合的な津波対策のあり方(中間とり
まとめ)
　●津波の規模や発生頻度に応じた
　　　防災･減災目標の明確化
　●産業活動・まちづくりと連携した防護のあり方
　●避難対策の強化
　●粘り強い構造を目指した技術的検討

■7/6第3回　中間とりまとめ

答
申

設計津波の水位の設定方法等について（H23.7.8通達)海岸4省庁　→　海岸管理部局
・地方自治法に規程する技術的な助言として、設計津波の水位設定の考え方を示す

★

① ② ③

○○港地震・津波対策検討会議(仮称)

10月中旬 11月中旬

第1回検討会議
・防災対策の現状

第2回検討会議
・津波シミュレーション結果
・基本方針(案）

第3回検討会議
・基本方針の策定

・広域的課題検討、津波シミュレーションへの助言
・各港の地震･津波対策検討会議(仮称）間の情報共有 ➊ ➋

・主要港湾ごとに検討
　下田港、田子の浦港、
　清水港、御前崎港
　三河港、衣浦港
　名古屋港
　四日市港、津松阪港

中部の港湾における地震・津波対策に関する懇談会(仮称)

検討の深掘り
H25d予算要求への展開

➌以降、必要に応じて随時開催

報告・情報共有 報告・情報共有助言 助言

 ★7/10第5回
 ★7/31第6回

 ★8/16第7回

 ★8/25第8回


